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※変更する場合があります。
・本会議は原則として午前１０時に開会します。

・９月定例会の請願及び陳情の受付は８月２６日（月曜日）正午までです。
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議　会　だ　よ　り

聴く　見る　動く　チーム議会

今回の表紙題字は、二日市中学校美術書道部の生徒さんにご協力をいただきました。ありがとうございました。
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今回の定

議会のタイムリーな情報をフェイスブックで
発信しています。内容の一部を紹介します。議会を見る 日記Facebook

　第１００回全国市議会議長会定期総会に
おいて、永年の議会活動を通じ、地方自治と
市政の発展に寄与された功績に対し、議員
25年以上特別表彰として横尾秋洋議員が受賞
されました。

６月６日
　議員２５年以上一般表彰 

福岡県筑紫野市議会 印刷／久野印刷株式会社

〒
818-8686　

福
岡
県
筑
紫
野
市
石
崎
一
丁
目
１
番
１
号

☎
092-923-1111　

 E-M
ail  gikai@

city.chikushino.fukuoka.jp

■次回第206号は令和６年11月１日発行予定です。
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原口　政信
委 員 長

前田　倫宏
副委員長

委　　員
西村　和子・坂口　勝彦・段下季一郎・赤司　祥一

　落ち着いた色で全体をまとめ、書道との調和
を大切にしました。
　書体や色の組み合わせを考えることは難しか
ったけれど、とてもたのしかったです。
　貴重な経験をさせていただき、ありがとうござ
いました。

～表紙題字の作者紹介～

二日市中学校美術書道部３年
(左から) 徳田琴美さん、濱田真依さん

私たちがデザインしました!!

はま だ   ま  いとく だ こと み

広報委員会



参加者の声　

第15回議会報告会
開催しました！

総体的な説明は結構でし
た。個別に聞きたい件があ
る場合、前もって質疑事項
等を募っておき、並行して
説明されたらさらに良かっ
たと思います。

議会とは、縁遠いものと考
えていましたが、今回参加
して、身近なものであると
思われました。積極的に議
会傍聴など行いたいと思い
ます。

議会からの報告について
は、読み上げるだけなので
資料だけでよかった。意見
交換会は意義があるものだ
と感じました。

有意義な時間でした。次回
も参加するつもりです。も
う少し広く案内をされると
より多くの方が参加すると
思います。

議会報告会
筑紫野市議会基本条例に基づき、市民へ
の報告と市民との意見交換の場として
平成２５年度から実施しています。今回は
市内７箇所のコミュニティセンターで行
いました。

参
加
し
て

い
た
だ
い
た
皆
様

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

(1)議会からの報告
●令和6年度予算
●各常任委員会報告
●質疑応答

(2)付箋紙を使った意見交換

(1)議会からの報告

筑紫南
コミュニティセンター
山口
コミュニティセンター
筑紫
コミュニティセンター
二日市東
コミュニティセンター
二日市
コミュニティセンター
御笠
コミュニティセンター
山家
コミュニティセンター

５月１５日（水）
１４:００～

５月１５日（水）
１９:００～

５月１９日（日）
１４:００～

開催日時 会場名

合　計

参加者数

10人

12人

16人

15人

15人

8人

39人

115人

山口コミュニティセンター

御笠コミュニティセンター

筑紫コミュニティセンター

山家コミュニティセンター

二日市東コミュニティセンター

二日市コミュニティセンター

筑紫南コミュニティセンター
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参加者の声　

参加しているだけですが、
自分の住んでいる地域の人
々の声が聞けるのは良いと
思いました。議会を身近な
ものに感じました。

双方向で意見があってとっ
ても良かったです。

付箋紙を使用して意見を事
前に集約して回答されたの
で、納得できる報告会であ
った。

このような対面での報告会
は有効なように思います。
例えば昨年１年間の議会で
最も重要な案件について具
体的な話があると、インパ
クトがあるように感じた。

市長の施政方針では、コミュニティ運営協
議会は小学校単位で構築するとあり二日市

は総会で議決した。７コミュニティへの予算配分
５１０８万円で、二日市北小校区の設立費用は含
んでいないがその展望を聞きたい。一戸当たりの
費用配分は二日市エリアが一番少ない、点検して
ほしい。本年度予算５１０８万円は前年と比較し
てどうか。協議会の活性化の目的や役員の男女比
率の偏りの方向性は。阿志岐小校区にも子ども育
成の観点からコミセン、分館も含めて作ってほし
い。行政としてリーダーシップを発揮していきた
いとあるが、具体的にはどのようなことか。

地域コミュニティ

問

令和６年度予算は、前年度と同額で従来通
りの配分であり、新しいコミセンの建設費

用などは入っておりません。配分根拠は、コミュ
ニティ毎の均等割、行政区数に応じた行政区割、
世帯数割です。小学校区単位のコミ協の方向性
は、二日市コミ協総会にて、現体制を解散し３つ
のコミ協に分けることが可決され、場所やスケジ
ュール等具体的内容が今後検討されます。
御笠コミュニティの阿志岐分館については、引き
続き要望していきます。

答

市の認知症対策はどのように推進されてい
るのか。

認知症対策

問
認知症になっても安心して地域で暮らすこ
とができるようにすることは大切です。地

域包括支援センターに認知症地域支援推進員を配
置しているほか、認知症サポーターの養成にも力
を入れています。医療面では認知症初期集中支援
チームやものわすれ相談医などがあります。地域
包括ケアシステムの重要項目の一つとして進めて
います。

答

市の交通体系の見直しを行うとあるが現状
はどうか。

地域公共交通

問
地域公共交通計画を策定するにあたり、各
地域の皆さんと懇談する機会が持たれまし

た。その中で出された様々な意見をもとに策定さ
れたのが本計画です。
この計画の期間は、令和６年度から令和１０年度
までの５年間であり、これから様々な施策の実現
に向けて取組が進められるので、議会は進捗管理
を行っていきます。

答

水道についていつメンテナンスされるの
か。

上下水道

問
水道のストックマネジメント計画におい
て、老朽管更新等が順次進められていま

す。日々のパトロール等においても対応を行って
いますが、更新等の工事の完了や進捗率など、委
員会でも注視していきます。

答

国会中継を見ても女性議員が少ない。女
性議員や地域の役員も増えないか。フラ

ンスは５割くらいが女性議員だが。議会もクオ
ータ制度や女性議員を最低何人とか決められな
いのか。

女性の政治参画

問

市も人権政策・男女共同参画課において、
女性の政治参画へのセミナーを企画する予

定です。またご意見としてお聞きします。
答

AIデマンドバス導入について利用者は高
齢者が多い。利用者にわかりやすい説明

と仕組みが必要ではないか。

ＡＩデマンドバス

問

わかりやすく周知することは必要だと感じ
ています。また、利用しやすくなることで

高齢者のみならず通勤でも利用できると考えてい
るので、今後執行部との話し合いの中で具体的に
提案してまいりたいと思います。具体的なご意見
があれば承ります。

答

ＪＴ跡地について議会ではどのような議
論、やりとりがあったのか。

ＪＴ跡地

問
議会としては、この件が購入する方向で進
んだ場合には、議案として議会に提出され

ることとなるため、その時に備え、限られた情報
の中で、この土地の必要性等を議論してきまし
た。その結果、議員それぞれ様々な意見があるこ
とを認識し、さらなる議論が必要であると考えて
いましたが、ＪＴと協議交渉を行ってきた市執行
部より、価格が折り合わなかったため、購入を断
念したとの報告を受けました。

答

総合体育館の建設を望んでいる。プールが
欲しい。

総合体育館

問
現在、スポーツ施設のあり方を含めたスポ
ーツ施策の指針となるスポーツ推進計画を

策定中です。この計画の中で、体育館やプールを
含めたスポーツ施設の整備方針を検討することに
なります。

答

意見交換では、当日の参
加者から多くの質問やご
意見をいただきました。
紹介できなかった意見や
質疑応答は、筑紫野市議
会ホームページに掲載し
ています。

各会場での
主な意見交換
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事業名 事業概要 予算額 財源名 予算額

防災事務
事業

予防接種
事業

自主防災組織の
防災備品整備へ
の助成

デジタル田園都市国家構想交付金
財政調整基金繰入金

コミュニティ助成事業助成金
新型コロナウイルス
ワクチン接種事業費
補助金

新型コロナウイ
ルスワクチンの
定期接種を医療
機関に業務委託　
(R6年度秋から開始)

190万円

2億1459万円
1億4110万円

190万円

1億7077万円

△9728万円

歳出補正の予算額 ※万円未満は切り捨て 歳入補正の予算額 ※万円未満は切り捨て

低所得者支援

低所得者の子育て世帯

定額減税しきれないと
見込まれる人

R6.3月給付開始
18歳以下の子に5万円/人

R5住民税非課税世帯

　R6新たに
非課税等となる世帯
【物価高騰支援】

R5.7月給付開始　R6.1月給付開始
3万円/世帯　　　7万円/世帯

R5住民税均等割
のみ課税世帯

R6.3月給付開始
10万円/世帯

定額減税

定額減税
4万円/人×（本人+扶養家族）

※R6所得税3万円、R6住民税1万円

R6.6月の賞与・給与から減税開始
（最終的には年末調整・確定申告で確定）R６給付予定

10万円/世帯

予算審査常任委員会
概
要

で囲まれた部分があらたに実施する給付制度です。

デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想

交
付
金
の
減
額
等
に
係
る
補
正

委
員
会
で
の
質
疑

　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

13
億
４
０
６
３
万
１
千
円

を
増
額
し
、
総
額
を
３
８

８
億
１
１
６
３
万
１
千
円

と
す
る
も
の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
内
容
は
、

定
額
減
税
減
収
補
填
特
例

交
付
金
４
億
７
３
６
７
万

２
千
円
、
物
価
高
騰
対
応

重
点
支
援
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
13
億
４
０
６
３
万

１
千
円
な
ど
で
す
。

　
歳
出
の
内
容
は
、
定
額

減
税
し
き
れ
な
い
と
見
込

ま
れ
る
納
税
義
務
者
に
対

し
、
不
足
分
を
支
給
す
る

た
め
の
定
額
減
税
調
整
給

付
金
支
給
事
業
10
億
７
５

９
６
万
７
千
円
、
令
和
６

年
度
に
新
た
に
住
民
税
非

課
税
世
帯
ま
た
は
住
民
税

均
等
割
の
み
課
税
世
帯
と

な
っ
た
世
帯
に
対
し
、
給

付
金
を
支
給
す
る
た
め
の

新
た
な
住
民
税
非
課
税
世

帯
等
へ
の
物
価
高
騰
支
援

給
付
金
支
給
事
業
２
億
６

４
６
６
万
４
千
円
の
増
額

を
す
る
も
の
で
す
。

〇
定
額
減
税
調
整
給
付
金

支
給
事
業

問
　
令
和
５
年
の
所
得
情

報
を
基
に
給
付
を
行
う
と

な
っ
て
い
る
が
、
支
給
額

に
差
額
が
生
じ
た
場
合
の

精
算
は
ど
う
す
る
の
か
。

答
　
令
和
６
年
の
所
得
が

確
定
し
た
の
ち
に
、
給
付

金
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
判
明
し
た
場
合
に
は
、

不
足
分
を
追
加
給
付
す
る

た
め
の
事
業
が
来
年
度
行

わ
れ
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
、
ま
た
、
給
付
金
が
過

大
と
な
っ
て
い
た
場
合
に

は
、
差
額
の
返
還
を
求
め

る
必
要
は
な
い
と
の
見
解

が
国
か
ら
示
さ
れ
て
い
る
。

〇
新
た
な
住
民
税
非
課
税

世
帯
等
へ
の
物
価
高
騰
支

援
給
付
金
支
給
事
業

問
　
基
準
日
時
点
で
妊
娠

し
て
い
た
場
合
は
給
付
の

対
象
と
な
る
の
か
。

答
　
前
回
同
様
に
基
準
日

以
降
に
出
生
し
た
子
に
つ

い
て
も
給
付
の
対
象
と
な

る
。

定
額
減
税
補
足
給
付
金
及
び
物
価
高
騰
支
援
に
係
る
補
正

議案

議案

可
決

可
決

概
要

　
一
般
会
計
の
予
算
に
、

２
億
１
６
４
９
万
３
千
円

を
追
加
し
、
総
額
を
３
９

０
億
２
８
１
２
万
４
千
円

と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳

出
の
内
容
は
左
表
の
と
お

り
で
す
。

　
な
お
、
デ
ジ
タ
ル
田

園
都
市
国
家
構
想
交
付

金
の
減
額
に
つ
い
て
は

「
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム

導
入
事
業
」
の
財
源
と
し

て
い
た
も
の
で
、
国
に
補

助
申
請
し
た
メ
ニ
ュ
ー
の

う
ち
一
部
が
不
採
択
と
な

っ
た
た
め
で
あ
り
、
減
額

相
当
額
に
つ
い
て
は
財
政

調
整
基
金
を
繰
入
れ
ま
す
。

　
こ
の
件
に
関
し
、
委
員

会
に
お
い
て
市
長
よ
り
、

３
月
議
会
中
に
交
付
金
の

減
額
が
予
想
さ
れ
た
が
、

情
報
把
握
や
補
助
金
の
復

活
に
向
け
た
対
策
を
最
優

先
し
た
た
め
に
、
議
会
へ

の
報
告
が
遅
れ
議
会
運
営

に
混
乱
を
招
い
た
こ
と
、

再
発
防
止
に
努
め
て
い
く

こ
と
な
ど
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　
ま
た
、
上
記
の
表
以
外

で
は
市
で
行
う
令
和
７
〜

９
年
度
の
集
団
健
診
に
つ

い
て
、
業
務
委
託
に
要
す

る
費
用
と
し
て
２
億
４
１

２
６
万
７
千
円
の
債
務
負

担
行
為
を
設
定
し
て
お
り
、

新
た
に
令
和
７
年
度
か
ら

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
電
話

で
予
約
申
込
み
が
で
き
、

申
込
み
と
同
時
に
予
約
日

時
が
確
定
す
る
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
す
。

参 加 者 ア ン ケ ー ト 結 果
（１）あなたの年齢は。 （2）議会報告会にこれまで何回

　  参加されましたか。

（3）今回の議会報告会をどのようにして
　  知りましたか。

（4）議会報告会は年１回以上、開催することと
　  していますが、どう思いますか。

（5）本日の議会報告会はいかがでしたか。 （6）今後の開催方法について、どのような
　  方法が望ましいと思いますか。

参加してよかった
86人（84％）

対面
70人（69％）

対面と
オンラインの両方
28人（27％）

評価する
86人（84％）

70歳代以上
62人（61％）

初めて
41人（40％）

議員を通じて
35人（33％）

その他
28人（26％）

議会だより
38人（36％）

4回以上
26人（25％）

１回
10人（10％）

３回
9人（9％）

２回
16人（16％）

50歳代
13人（13％）

60歳代
23人（22％）

40歳代3人（3％）
30歳未満1人（1％）

どちらとも
言えない
10人（10％）

どちらとも
いえない
11人（11％）

評価しない2人（2％）わからない2人（2％） 無回答2人（2％）

無回答5人（5％）

無回答3人（3％） オンライン1人（1％）

ホームページ
4人（4％）

無回答1人（1％）

答答 問問
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令和６年１０月１日から

無　料

無　料

無　料

子ども医療　1,200円/月（上限）

ひとり親医療　800円/月（上限）

障がい者医療　500円/月（上限）

無　料

【国民健康保険事業特別会計】

集団健診業務委託

R6 R7 R8 R9 計

0 
0 
0 
0 

36,940 
30,480 
2,225 
4,235 

38,165 
32,523 
1,407 
4,235 

40,629 
34,968 
1,426 
4,235 

115,734 
97,971 
5,058 
12,705 

特定健診
予約受付業務 ※1

特定保健指導業務
内訳

（単位：千円）

※1　予約受付業務委託は、一般会計と国保特会で按分

３歳未満

３歳以上～就学前

小学生

中学生

通
院
・
入
院

通
　
院

入
　
院

文教福祉常任委員会

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

筑紫野市文化会館

保
育
士
及
び
保
育
従
事
者
の

　
　
　
配
置
基
準
を
見
直
し

「
家
庭
的
保
育
事
業
等

の
設
備
及
び
運
営
に
関
す

る
基
準
」
の
一
部
改
正
が

施
行
さ
れ
、
保
育
士
及
び

保
育
従
事
者
の
配
置
基
準

の
見
直
し
が
あ
っ
た
た
め
、

筑
紫
野
市
家
庭
的
保
育
事

業
等
の
設
備
及
び
運
営
に

関
す
る
基
準
を
定
め
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
も

の
で
す
。

　
改
正
内
容
は
、
３
歳
児

の
配
置
基
準
を
「
20
人
」

か
ら
「
15
人
」
に
見
直
し
、

４
，
５
歳
児
の
配
置
基
準

を
「
30
人
」
か
ら
「
25
人
」

に
見
直
し
を
行
う
も
の
で

す
。

問
　
１
歳
児
、
２
歳
児
、

未
満
児
の
配
置
基
準
が
改

め
ら
れ
て
な
い
が
、
そ
の

理
由
は
。

答
　
国
の
改
正
に
伴
う
変

更
の
た
め
、
市
と
し
て
は
、

国
の
改
正
と
同
様
に
基
準

の
変
更
を
考
え
て
い
る
。

問
　
条
例
の
適
用
を
受
け

る
事
業
所
名
、
数
、
入
所

定
員
児
童
数
は
。

答
　
キ
ッ
ズ
・
キ
ッ
ズ
保

育
園
二
日
市
、
ち
く
し
野

こ
ど
も
保
育
園
、
の
ど
か

保
育
園
の
３
園
（
小
規
模

保
育
事
業
Ａ
型
）
。
ま
た
、

定
員
は
３
園
と
も
19
名
に

な
っ
て
い
る
。

問
　
基
準
の
見
直
し
に
よ

り
、
ど
の
よ
う
な
効
果
が

あ
る
の
か
。

答
　
１
人
の
保
育
士
が
見

る
子
ど
も
の
数
が
減
る
た

め
、
そ
の
分
、
保
育
の
質

の
向
上
が
図
れ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

文
化
会
館
の
更
新
工
事

　
今
回
の
更
新
工
事
は
、

空
調
設
備
更
新
工
事
、
大

ホ
ー
ル
舞
台
照
明
更
新
工

事
・
舞
台
音
響
更
新
工
事

で
す
。
予
算
は
、
６
億
４

６
７
６
万
４
千
円
で
す
。

　
更
新
工
事
に
伴
い
、
令

和
８
年
４
月
か
ら
令
和
８

年
９
月
ま
で
、
こ
の
期
間

を
休
館
と
す
る
予
定
で

す
。
な
お
、
原
則
と
し
て

こ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
進

め
て
い
き
ま
す
が
、
機
器

製
作
の
進
捗
状
況
に
応
じ

て
、
変
更
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

問
　
文
化
会
館
は
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
が
設
置
で
き
な
い

と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
、

建
て
替
え
の
予
定
は
あ
る

の
か
。

答
　
現
時
点
で
は
、
建
て

替
え
る
予
定
は
な
い
。
エ

レ
ベ
ー
タ
ー
等
の
大
規
模

な
改
修
に
関
し
て
は
、
構

造
的
な
問
題
が
あ
り
、
施

設
の
大
規
模
改
修
等
に
合

わ
せ
て
実
施
を
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。

問
　
大
規
模
改
修
が
ふ
さ

わ
し
い
の
か
、
建
て
替
え

が
ふ
さ
わ
し
い
の
か
、
長

期
の
見
通
し
は
な
い
の

か
。

答
　
公
共
建
築
物
長
寿
命

化
計
画
に
基
づ
き
、
現
在

の
文
化
会
館
に
、
大
規
模

改
修
を
行
い
な
が
ら
長
く

使
用
し
て
い
く
こ
と
が
、

基
本
的
な
方
針
で
あ
る
。

総務市民常任委員会
議案

報告

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
支
援

　
現
状
は
、
ヤ
ン
グ
ケ
ア

ラ
ー
と
思
わ
れ
る
児
童
と

し
て
対
応
し
て
い
る
ケ
ー

ス
が
７
件
あ
り
ま
す
。

　
当
事
者
自
身
が
気
づ
け

な
い
こ
と
が
大
き
な
課
題

で
、
支
援
者
が
当
事
者
の

置
か
れ
て
い
る
状
況
や
、

そ
れ
に
よ
り
失
わ
れ
て
い

る
権
利
な
ど
を
丁
寧
に
説

明
し
て
、
当
事
者
に
自
ら

が
ヤ
ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
で
は

な
い
か
と
認
識
し
て
も
ら

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
認
識
を
求
め
る
ア

プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、

本
人
に
と
っ
て
の
家
族
像

を
安
易
に
否
定
す
る
こ
と

に
つ
な
が
ら
な
い
か
、
自

己
肯
定
感
に
も
つ
な
が
っ

て
い
る
本
人
の
役
割
を
奪

う
こ
と
に
な
ら
な
い
か
、

ま
た
、
本
人
と
同
様
に
保

護
者
の
理
解
が
得
ら
れ
る

か
な
ど
懸
念
さ
れ
る
問
題

点
も
多
く
、
安
易
な
ア
プ

ロ
ー
チ
が
で
き
な
い
こ
と

も
課
題
で
す
。
課
題
解
決

の
た
め
に
関
係
機
関
と
意

見
交
換
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。

問
　
群
馬
県
高
崎
市
の
視

察
で
、
学
校
の
い
じ
め
ア

ン
ケ
ー
ト
の
末
尾
で
、
ヤ

ン
グ
ケ
ア
ラ
ー
発
見
も
含

め
て
「
家
庭
で
の
困
り
ご

と
、
学
校
以
外
で
の
困
り

ご
と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」

と
聞
い
て
い
る
。
教
育
部

門
と
の
連
携
を
密
に
し
て

は
。  

答
　
一
番
気
づ
き
や
す
い

の
は
学
校
現
場
の
先
生
方

だ
と
思
っ
て
お
り
、
提
案

い
た
だ
い
た
ア
ン
ケ
ー
ト

の
在
り
方
に
つ
い
て
も
、

今
後
連
携
し
な
が
ら
進
め

て
い
き
た
い
。

調査

可
決

概
要

子
ど
も
医
療
費
の

　
　
　
対
象
を
拡
大

子
ど
も
の
健
康
保
持
、

子
育
て
家
庭
の
経
済
的
負

担
軽
減
を
目
的
に
、
令
和

６
年
10
月
よ
り
３
歳
児
か

ら
中
学
生
ま
で
の
子
ど
も

医
療
費
助
成
内
容
の
拡
充

を
図
る
た
め
、
筑
紫
野
市

子
ど
も
医
療
費
の
支
給
に

関
す
る
条
例
等
の
一
部
を

改
正
す
る
も
の
で
す
。

問
　
本
改
正
後
、
中
学
生

通
院
ま
で
全
て
無
料
と
す

る
場
合
に
は
年
間
い
く
ら

か
か
る
か
。

答
　
県
の
基
準
を
上
回
る

拡
充
と
な
り
、
年
間
で
８

７
０
０
万
円
ほ
ど
か
か
る

と
見
込
ま
れ
る
。

問
　
筑
紫
野
市
を
ア
ピ
ー

ル
す
る
た
め
に
子
ど
も
医

療
費
の
自
己
負
担
分
を
無

料
化
す
る
考
え
は
な
い
の

か
。

答

18
歳
ま
で
無
償
が
望

ま
し
い
が
、
財
源
の
負
担

が
あ
る
た
め
、
今
回
は
中

学
生
ま
で
入
院
無
料
に
拡

大
と
し
て
い
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

令
和
６
年
度

筑
紫
野
市
国
民
健
康
保
険
事
業

特
別
会
計
補
正
予
算

①
集
団
健
診
に
お
け
る
予

約
受
付
の
現
状
は
、
申
込

は
が
き
及
び
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
、
予
約
決
定
日
の

通
知
に
一
週
間
か
ら
10

日
、
ま
た
は
予
約
時
間
の

通
知
が
予
約
日
の
一
週
間

前
と
日
数
を
要
し
て
い
ま

す
。
予
約
受
付
業
務
委
託

導
入
に
よ
り
、
電
話
及
び

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
申

込
方
法
拡
充
と
即
時
予
約

を
可
能
と
し
、
空
い
て
い

る
日
程
の
予
約
日
・
予
約

時
間
の
選
択
や
即
時
予
約

の
確
定
、
受
診
可
能
な
検

査
項
目
の
表
示
や
再
確
認

メ
ー
ル
の
送
信
な
ど
、
利

便
性
の
向
上
が
図
ら
れ
ま

す
。

②
特
定
保
健
指
導
業
務
委

託
は
、
保
健
師
・
管
理
栄

養
士
が
、
40
歳
か
ら
74
歳

ま
で
の
国
保
加
入
者
を
対

象
に
、
健
診
会
場
で
の
健

診
結
果
説
明
、
改
善
の
た

め
の
ア
ド
バ
イ
ス
、
健
診

結
果
個
別
説
明
会
案
内
を

対
面
で
実
施
し
ま
す
。
現

状
、
人
手
不
足
を
常
勤
の

正
規
職
員
や
会
計
年
度
任

用
職
員
で
補
っ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
業
務
委
託
に
よ

り
、
受
託
業
者
が
人
材
確

保
と
初
回
面
談
・
面
接
を

行
う
こ
と
で
、
常
勤
職
員

に
よ
る
継
続
支
援
や
重
度

化
予
防
の
充
実
に
寄
与
す

る
も
の
と
考
え
ま
す
。

議案

議案

可
決

可
決

市
役
所
前
の
ふ
れ
あ
い
広
場
の

活
用
・
今
後
の
方
針
や
具
体
案

市
庁
舎
前
ふ
れ
あ
い
広

場
は
、
防
災
広
場
と
し
て

の
性
格
を
持
っ
て
い
ま
す

が
、
も
っ
と
多
目
的
に
活

用
す
べ
き
と
の
声
が
多
く

あ
り
ま
す
。
駐
車
場
転
用

案
は
、
追
加
の
駐
車
場
は

不
要
で
あ
り
、
防
災
広
場

と
し
て
の
利
用
も
著
し
く

妨
げ
る
と
い
う
意
見
に
よ

っ
て
現
在
凍
結
さ
れ
て
お

り
、
今
後
の
活
用
方
針
に

つ
い
て
尋
ね
ま
し
た
。

問
　
現
在
、
地
産
地
消
マ

ル
シ
ェ
以
外
は
、
開
会
式

や
出
発
式
と
い
う
市
主
催

の
催
し
が
多
い
印
象
。
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
等
を
呼
ん
で
、

市
職
員
の
み
な
ら
ず
、
市

民
も
そ
こ
で
買
い
物
し
た

り
で
き
る
よ
う
な
利
用
は

で
き
な
い
か
。

答
　
運
用
基
準
が
あ
り
、

市
が
関
わ
ら
な
い
営
利
を

目
的
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
・

販
売
会
等
の
使
用
は
現
状

禁
止
し
て
お
り
、
車
両
乗

り
入
れ
に
つ
い
て
も
荷
物

等
の
搬
入
以
外
禁
止
。
火

を
使
っ
た
調
理
を
行
う
ル

ー
ル
調
整
も
必
要
。
あ
く

ま
で
防
災
広
場
で
あ
り
、

車
の
制
限
等
も
検
討
せ
ね

ば
な
ら
ず
、
今
す
ぐ
の
キ

ッ
チ
ン
カ
ー
導
入
は
検
討

し
て
い
な
い
。
ま
た
、
民

間
利
用
に
は
、
ふ
れ
あ
い

広
場
の
運
用
基
準
の
見
直

し
が
必
要
で
、
庁
舎
管
理

上
支
障
の
な
い
こ
と
が
前

提
。
災
害
時
の
活
用
が
最

優
先
で
、
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
の
災
害
対
策
に
つ
い
て

細
か
い
基
準
を
設
け
ね
ば

な
ら
ず
、
多
く
の
課
題
が

あ
る
。

問
　
今
や
キ
ッ
チ
ン
カ
ー

は
ど
こ
で
も
見
か
け
る
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
運
用

基
準
を
見
直
し
た
上
で
の

誘
致
や
、
市
民
へ
利
用
料

を
頂
い
た
上
で
の
貸
し
出

し
は
検
討
で
き
な
い
か
。

答

ご
意
見
と
し
て
い
た

だ
き
、
検
討
し
て
い
き
た

い
。

委
員
会
で
の
質
疑

調査調
査
の
目
的

答

答答

問

問問

答

答

問

問

答 問

答答

問

問

答

答

問

問
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筑
紫
野
市
政
の

こ
こ
が
知
り
た
い
!!

一般
質問

質 問 題 目   一 覧

６月定例会の一般質問では、15人の議員が30題目にわたり質問しました。
質問答弁の内容については議員本人が要約しています。

つくし野 →つくし野
市民会議 →市民会議
公明党 →公明党筑紫野市議団
（－） →会派に所属しない議員

会  派

写真下の（　）は
所属会派

QRコードをスマートフォンなどで読み取ると録画中継が見られます。

■ 西村　和子 議員
　①水道料金と耐震化について

■ 佐々木　忠孝 議員
　①「つくしちゃん」を活用した「筑紫野市」
　　ブランドイメージ化の確立について

■ 楢木　孝一 議員
　①市民の熱中症対策について

■ 坂口　勝彦 議員
　①フューチャー・デザインの積極的な活用について
　②食品ロス削減への取組について

■ 春口　茜 議員
　①ひとり親とこどもの養育支援について
　②ひとり親の自立支援について
　③ドメスティック・バイオレンス根絶の取り組みについて

■ 段下　季一郎 議員
　①不登校児童生徒への支援について
　②高齢者福祉の充実について
　③主権者教育について

■ 山本　加奈子 議員
　①市民活動・絆づくり推進について
　②生きがいづくり・介護予防の推進について

■ 赤司　祥一 議員
　①高速バス乗り場筑紫野停留所周辺整備について
　②小学校区の登下校見守り活動について

■ 辻本　美惠子　議員
　①自治体におけるＤＸの取り組みについて
　②住民のための「公共」について

■ 吉村　陽一 議員
　①インターネット上の人権侵害・誹謗中傷対策について

■ 古賀　新悟 議員
　①地域経済の活性化について
　②子どもの医療費18歳まで無料化について

■ 八尋　一男 議員
　①帯状疱疹ワクチン予防接種について
　②竜岩自然の家指定管理者制度導入について

■ 前田　倫宏　議員
　①自治体ＤＸ(デジタルトランスフォーメーション)について
　②待機児童問題と対策について
　③教育相談体制について

■ 宮﨑　吉弘 議員
　①本市公式ラインアカウント利用の推進について
　②気象防災アドバイザーの活用について

■ 田中　允 議員
　①カミーリヤのグラウンド整備について
　②定額減税について
　③ＪＴ跡地の買収不調後の施策推進について

むさしヶ丘四丁目

P.12

P.12

P.12

P.13

P.13

P.14

P.14

P.15

P.16

P.16

P.17

P.17

P.18

P.18

P.15

地
区
計
画
の
区
域
内
に

お
け
る
建
築
物
の
制
限
に

関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

地
区
計
画
と
は
、
道

路
や
公
園
の
配
置
、
建

築
物
の
建
て
方
の
ル
ー

ル
な
ど
を
具
体
的
に
設

定
し
、
地
区
の
目
標
や

将
来
像
に
沿
っ
た
建
築

物
の
誘
導
を
行
う
も
の

で
、
主
な
改
正
内
容
は

「
萩
原
・
城
山
地
区
」

地
区
計
画
に
お
け
る
建

築
物
の
用
途
や
壁
面
の

位
置
の
制
限
、
高
さ
の

最
高
限
度
な
ど
を
条
例

に
追
加
す
る
も
の
で
す
。

問
　
Ｂ
地
区
の
高
さ
の

最
高
限
度
が
31
メ
ー
ト

ル
で
あ
る
が
、
隣
接
す

る
Ａ
地
区
の
住
宅
に
対

し
て
日
照
権
の
問
題
は

出
な
い
の
か
。

答
　
問
題
が
生
じ
な
い

よ
う
、
Ａ
地
区
か
ら
十

分
な
距
離
を
取
っ
て
建

物
を
配
置
す
る
計
画
で

あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

議案

総
合
公
園
大
型
複
合
遊
具

　
　
　
　
　
　
　
　補
修
事
業

大
型
複
合
遊
具
「
天
拝

の
船
」
は
、
今
ま
で
も
部

分
的
に
撤
去
な
ど
の
対
応

を
し
て
き
ま
し
た
が
、
簡

易
補
修
と
全
面
的
補
修
を

組
み
合
わ
せ
て
安
全
性
の

確
保
に
努
め
て
き
ま
し
た
。

日
頃
の
点
検
で
、
不
具
合

箇
所
の
早
期
発
見
、
早
期

対
応
に
つ
な
が
っ
て
い
ま

す
が
、
今
回
は
ロ
ー
プ
、

リ
ン
グ
ネ
ッ
ト
の
交
換
、

木
材
デ
ッ
キ
部
分
、
鋼
鉄

製
タ
ワ
ー
の
撤
去
を
予
定

し
て
い
ま
す
。

問
　
ロ
ー
プ
、
ネ
ッ
ト
の

交
換
は
前
の
機
能
が
保
た

れ
る
が
、
デ
ッ
キ
、
タ
ワ

ー
撤
去
の
理
由
は
何
か
、

子
ど
も
た
ち
が
遊
ぶ
の
で

あ
れ
ば
、
撤
去
後
の
代
替

品
の
必
要
が
あ
る
の
で
は
。

答
　
タ
ワ
ー
は
鋼
鉄
製
で

補
修
が
難
し
い
の
で
撤
去

の
み
。
デ
ッ
キ
は
木
材
の

腐
食
で
補
修
出
来
な
い
が
、

遊
具
（
船
）
の
上
に
行
く

と
こ
ろ
に
つ
な
が
っ
て
お

り
、
出
入
り
の
関
係
も
あ

る
の
で
、
今
後
検
討
を
し

て
い
き
た
い
。

問
　
木
材
は
、
腐
食
を
し

な
い
樹
脂
で
の
更
新
は
考

え
ら
れ
な
い
の
か
。

答
　
長
寿
命
化
に
当
た
っ

て
は
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル

コ
ス
ト
や
総
合
的
な
費
用

対
効
果
を
考
え
て
、
今
後
、

部
材
の
採
用
も
考
え
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

調査

公
園
施
設
長
寿
命
化
促
進
事
業

計
画
期
間
を
10
年
と
し

て
、
市
内
２
１
６
か
所
あ

る
公
園
か
ら
大
規
模
な
公

園
、
遊
具
の
多
い
公
園
80

か
所
を
選
定
後
、
劣
化
や

損
傷
状
況
を
把
握
し
、
事

後
保
全
型
と
予
防
保
全
型

に
分
類
し
ま
す
。
予
防
保

全
型
と
事
後
保
全
型
で
、

ど
ち
ら
が
ラ
イ
フ
サ
イ
ク

ル
コ
ス
ト
を
低
く
抑
え
ら

れ
る
か
比
較
し
て
、
管
理

方
法
を
確
定
し
ま
す
。
修

繕
や
更
新
に
よ
り
機
能
保

全
、
安
全
性
を
確
保
し
ま

す
。

問
　
撤
去
さ
れ
て
予
算
化

ま
で
数
年
の
タ
イ
ム
ラ
グ

が
あ
る
。
更
新
時
期
が
わ

か
れ
ば
事
前
に
内
部
で
協

議
し
、
要
望
と
し
て
次
は

ど
の
よ
う
な
遊
具
、
健
康

遊
具
等
を
設
置
す
る
か
と

い
う
方
向
が
決
め
ら
れ
る

の
だ
が
。

答
　
長
寿
命
化
計
画
は
長

い
ス
パ
ン
で
あ
る
が
、
見

通
し
と
計
画
と
併
せ
て
行

う
の
で
、
時
期
の
ず
れ
が

で
き
る
だ
け
少
な
く
な
る

よ
う
市
民
の
皆
さ
ま
に
説

明
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い

る
。

問
　
遊
具
が
撤
去
さ
れ
て
、

そ
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
。

従
来
の
要
望
は
ど
う
な
る

の
か
。

答
　
地
域
で
意
見
を
取
り

ま
と
め
て
頂
い
て
い
る
。

ど
の
様
な
遊
具
が
設
置
で

き
る
か
検
討
す
る
段
階
で
、

ご
意
見
を
頂
き
、
設
置
す

る
と
な
る
と
新
規
事
業
で

取
り
組
む
。
こ
れ
ま
で
要

望
頂
い
た
分
も
点
検
し
な

が
ら
対
応
し
た
い
。

概
要

委
員
会
で
の
質
疑

調査

建設環境常任委員会

可
決

撤去されるデッキ

天拝公園　あじさい園

答 問

答

答 問

問

答 答

問

問
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問

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
（
F
・
D
）
と
は

政
策
形
成
で
仮
想
将
来
世

代
と
現
代
世
代
の
双
方
の

視
点
を
持
っ
て
考
え
る
こ

と
で
解
決
方
法
を
見
出
す

も
の
で
あ
る
。
多
様
な
課

題
に
対
応
す
る
た
め
、
こ

の
手
法
を
積
極
的
に
活
用

し
て
は
。

答
　
本
市
の
総
合
計
画
に

お
い
て
も
将
来
都
市
像
を

設
定
し
、
そ
の
実
現
の
た

め
に
具
体
的
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
。
そ
の
施
策
は

子
育
て
や
環
境
、
農
林
業

や
観
光
、
健
康
づ
く
り
や

ま
ち
づ
く
り
な
ど
、
多
岐

に
わ
た
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
施
策
を
進
め
る
中
で
、

施
策
の
目
的
や
そ
の
時
々

の
地
域
実
情
、
社
会
情
勢

等
を
踏
ま
え
て
、
フ
ュ
ー

チ
ャ
ー
・
デ
ザ
イ
ン
の
考

え
方
も
含
め
総
合
的
に
検

討
し
、
そ
の
都
度
、
本
市

に
と
っ
て
最
適
な
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
く
。

問

フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
・
デ

ザ
イ
ン
手
法
を
政
策
立
案

に
取
り
入
れ
る
た
め
の
組

織
を
整
備
し
て
は
。

答
　
施
策
を
進
め
る
に
あ

た
り
、
組
織
の
体
制
を
整

備
す
る
必
要
が
生
じ
た
場

合
に
は
検
討
し
て
い
く
。

フ
ー
ド
シ
ェ
ア
リ
ン

グ
の
展
開
を
支
援
し

て
は

問

食
品
ロ
ス
削
減
へ
の

住
民
運
動
の
推
進
は
非
常

に
重
要
で
あ
る
。
ア
プ
リ

等
を
活
用
し
、
飲
食
店
や

小
売
店
で
残
っ
た
料
理
や

惣
菜
等
を
消
費
者
と
マ
ッ

チ
ン
グ
さ
せ
る
フ
ー
ド
シ

ェ
ア
リ
ン
グ
の
展
開
を
支

援
し
て
は
。

答
　
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
に

比
べ
日
常
的
に
食
品
ロ
ス

の
発
生
や
無
駄
を
減
ら
す

効
果
が
大
き
く
、
環
境
面

や
社
会
面
に
お
い
て
も
大

き
く
貢
献
す
る
も
の
と
考

え
て
い
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
価
格
の
値
引
き
を
期

待
す
る
消
費
者
の
買
い
控

え
や
購
入
者
の
無
断
キ
ャ

ン
セ
ル
な
ど
、
事
業
者
側

に
必
ず
し
も
メ
リ
ッ
ト
と

な
ら
な
い
事
が
起
き
る
こ

と
も
想
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
現
在
の
と
こ
ろ

展
開
支
援
は
考
え
て
な
い

が
、
他
の
自
治
体
や
民
間

に
お
い
て
ア
プ
リ
を
活
用

し
た
導
入
事
例
も
あ
る
こ

と
か
ら
今
後
、
展
開
支
援

等
も
併
せ
て
調
査
・
研
究

す
る
。

徹夜で行われる漏水工事

問

人
口
減
少
に
よ
る
水

道
料
金
の
値
上
げ
の
時
期

と
金
額
に
つ
い
て
市
民
に

見
通
し
を
示
す
べ
き
で
は
。

答
　
令
和
12
年
を
ピ
ー
ク

に
人
口
減
少
が
予
測
さ
れ
、

穏
や
か
な
減
少
で
あ
れ
ば
、

そ
れ
に
伴
う
給
水
収
益
の

減
収
分
を
一
定
期
間
は
手

持
ち
資
金
に
よ
り
カ
バ
ー

で
き
る
こ
と
か
ら
、
向
こ

う
10
年
程
度
は
水
道
料
金

の
値
上
げ
の
可
能
性
は
低

い
が
、
様
々
な
要
因
で
状

況
が
一
変
す
る
こ
と
か
ら
、

経
営
努
力
を
続
け
な
が
ら

動
向
を
注
視
し
て
い
く
。

問

能
登
半
島
地
震
を
受

け
、
水
道
水
の
安
定
的
供

給
の
た
め
の
耐
震
化
を
早

期
に
完
了
す
べ
き
で
は
な

い
か
、
と
い
う
意
見
が
あ

る
が
。

答
　
耐
震
化
に
つ
い
て
は
、

市
と
し
て
も
早
急
に
完
了

し
た
い
が
、
対
応
す
べ
き

管
路
延
長
が
膨
大
で
あ
り
、

そ
れ
に
伴
う
多
額
の
更
新

工
事
費
の
確
保
に
加
え
、

施
工
業
者
や
市
職
員
の
体

制
、
資
材
調
達
の
遅
延
な

ど
様
々
な
課
題
も
あ
り
、

現
時
点
に
お
い
て
は
水
道

事
業
の
収
支
も
勘
案
し
、

現
実
的
に
可
能
な
ペ
ー
ス

で
更
新
工
事
を
進
め
て
い

る
。

政
策
立
案
に
取
入
れ
る

　
　
　
　
組
織
体
制
を

 坂口 勝彦

Ｆ
・
Ｄ
活
用

（公明党）
西村 和子

水
道
耐
震
化

（市民会議）

水
道
管
耐
震
化
を
早
期
完
了
す
べ
き

市
の
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ
確
立
を

  

必
要
が
生
じ
た
場
合
に

　
　
　
　
　
　
　
　検
討
す
る

  

様
々
な
課
題
も
あ
り
可
能
な
ペ
ー
ス
で
進
め
る

問

保
育
園
等
で
児
童
が

体
調
不
良
と
な
っ
た
場
合
、

迎
え
に
行
け
な
い
保
護
者

の
依
頼
を
受
け
、
看
護
師

等
が
保
育
園
等
に
迎
え
に

行
き
、
か
か
り
つ
け
医
療

機
関
等
で
の
受
診
後
、
病

児
保
育
室
で
一
時
的
に
預

か
る
送
迎
対
応
病
児
保
育

事
業
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答
　
国
県
の
動
向
を
注
視

す
る
と
と
も
に
、
先
進
自

治
体
の
取
り
組
み
に
係
る

調
査
・
研
究
か
ら
始
め
て

い
く
。

ひ
と
り
親
と
こ
ど
も

の
養
育
支
援
を

問

児
童
扶
養
手
当
を
毎

月
支
給
に
す
る
と
、
家
計

の
収
支
バ
ラ
ン
ス
が
取
り

や
す
い
。
毎
月
支
給
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
か
。
ま

た
、
明
石
市
は
児
童
扶
養

手
当
が
毎
月
受
け
取
れ
る

ひ
と
り
親
家
庭
応
援
貸
付

金
事
業
で
、
支
給
の
無
い

月
に
無
利
子
で
貸
付
し
、

給
付
後
に
貸
付
け
た
金
額

を
口
座
引
落
し
し
て
い
る
。

同
様
の
制
度
を
検
討
し
て

は
。女

性
の
離
婚
理
由
で
生

活
費
を
渡
さ
な
い
と
い
う

理
由
が
上
位
に
あ
り
、
夫

が
手
当
を
使
い
込
む
と
い

う
事
が
あ
る
。
手
当
の
受

け
取
り
先
は
原
則
こ
ど
も

の
口
座
、
も
し
く
は
両
親

の
合
意
の
も
と
、
主
と
し

て
養
育
す
る
者
の
口
座
に

指
定
す
べ
き
で
は
。

答

児
童
手
当
及
び
児
童

扶
養
手
当
は
、
法
律
に
お

い
て
養
育
者
に
支
給
さ
れ

る
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
支

給
月
及
び
受
給
者
に
つ
い

て
も
定
め
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
本
市
独
自
で
支

給
回
数
や
受
け
取
り
口
座

を
変
更
す
る
こ
と
は
予
定

し
て
な
い
が
、
ひ
と
り
親

家
庭
に
限
ら
ず
、
各
々
の

困
り
ご
と
に
応
じ
た
相
談

窓
口
や
制
度
に
つ
な
ぐ
等
、

引
き
続
き
子
ど
も
の
権
利

の
保
障
及
び
家
庭
の
自
立

支
援
に
努
め
て
い
く
。

問

面
会
交
流
の
サ
ポ
ー

ト
を
す
べ
き
で
は
。

答
　
市
独
自
の
支
援
制
度

を
設
け
る
予
定
は
な
い
が
、

親
子
交
流
に
関
す
る
相
談

窓
口
で
あ
る
養
育
費
等
相

談
支
援
セ
ン
タ
ー
の
紹
介

や
、
法
務
省
で
発
信
し
て

い
る
親
子
交
流
支
援
団
体

等
の
紹
介
を
行
っ
て
い
く
。

送
迎
対
応
病
児
保
育

　
　
　
事
業
の
実
施
を

春口 茜

病
児
保
育

（市民会議）

  

調
査
、研
究
か
ら

　
　
　
　
　
　  

始
め
て
い
く

問

つ
く
し
ち
ゃ
ん
の
市

民
へ
の
更
な
る
浸
透
方
法

に
つ
い
て
、
市
の
見
解
を

伺
う
。

答
　
令
和
６
年
度
予
算
で

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
う
予

定
で
あ
る
が
、
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
広
報
で
の
Ｐ
Ｒ
は

も
ち
ろ
ん
、
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
や
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で

活
用
で
き
る
Ｃ
Ｇ
モ
デ
ル

や
、
「
パ
ペ
ッ
ト
つ
く
し

ち
ゃ
ん
」
を
作
成
予
定
で

あ
る
。
新
た
な
つ
く
し
ち

ゃ
ん
が
こ
れ
ま
で
以
上
に

愛
さ
れ
る
存
在
と
な
る
よ

う
、
イ
メ
ー
ジ
の
浸
透
を

図
っ
て
い
く
。

問

つ
く
し
ち
ゃ
ん
の
名

称
や
イ
ラ
ス
ト
使
用
を
市

内
事
業
者
や
農
業
生
産
者

に
限
り
無
料
と
し
て
は
。

市
の
見
解
を
伺
う
。

答
　
現
在
イ
ラ
ス
ト
は
、

営
利
を
主
た
る
目
的
と
し

な
い
等
の
条
件
を
満
た
し

た
場
合
は
、
申
請
に
よ
り

無
料
で
使
用
を
許
可
し
て

い
る
。
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に

合
わ
せ
、
イ
ラ
ス
ト
や
着

ぐ
る
み
使
用
の
規
約
を
整

理
し
、
よ
り
利
用
し
や
す

い
も
の
に
見
直
し
た
い
と

考
え
て
い
る
。
地
場
産
品

へ
の
名
称
や
イ
ラ
ス
ト
の

使
用
は
、
地
場
産
業
の
振

興
や
地
産
地
消
の
推
進
に

資
す
る
も
の
と
考
え
る
た

め
、
関
連
団
体
等
と
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
使
用
許

可
に
つ
い
て
検
討
を
進
め

る
。

佐々木 忠孝佐々木 忠孝

瑠
璃
子
姫

瑠
璃
子
姫

瑠
璃
子
姫

瑠
璃
子
姫

瑠
璃
子
姫

瑠
璃
子
姫

る
　
　
り
　
　
こ

（－）

  

つ
く
し
ち
ゃ
ん
の
イ
メ
ー
ジ
浸
透
を
図
る

問

熱
中
症
特
別
警
戒
ア

ラ
ー
ト
の
運
用
が
始
ま
っ

た
が
、
熱
中
症
か
ら
市
民

の
生
命
を
守
る
方
針
は
。

答
　
ア
ラ
ー
ト
発
表
時
に

は
エ
ア
コ
ン
等
に
よ
り
涼

し
い
環
境
で
過
ご
し
て
い

た
だ
く
よ
う
呼
び
か
け
る
。

ク
ー
リ
ン
グ
シ
ェ
ル
タ
ー

を
市
内
11
か
所
指
定
し
た

の
で
、
施
設
周
辺
に
の
ぼ

り
や
ポ
ス
タ
ー
を
掲
げ
る

な
ど
、
施
設
利
用
の
促
進

と
周
知
に
努
め
る
。

問

在
宅
の
高
齢
者
・
障

が
い
者
が
熱
中
症
に
か
か

ら
な
い
よ
う
に
す
る
た
め

の
取
組
は
。

答
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
を
通
し
て
熱
中
症
予

防
の
周
知
を
行
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
厚
生
労
働
省
作

成
の
「
高
齢
者
・
障
が
い

者
の
特
性
に
応
じ
た
熱
中

症
予
防
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
」

を
活
用
し
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
市
役
所
の
窓
口
に
お

い
て
周
知
す
る
と
と
も
に
、

地
域
の
見
守
り
・
声
か
け

を
支
援
す
る
。

問

高
齢
者
・
障
が
い
者

が
躊
躇
な
く
エ
ア
コ
ン
を

使
う
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、

電
気
料
金
の
一
部
を
補
助

す
べ
き
で
は
。

答
　
国
や
電
気
事
業
者
の

動
向
、
近
隣
市
の
状
況
等

を
注
視
し
つ
つ
、
状
況
に

応
じ
て
国
へ
の
要
望
な
ど

を
検
討
し
て
い
く
。

楢木 孝一

熱
中
症
対
策

（つくし野）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
電
気
代
を
安
く

  

状
況
に
応
じ
国
へ
の
要
望
な
ど
を
検
討
す
る

問答

問問 答

答

問問 答

答

問

答

答答

問問 答

問答

答

答

問問 答

答

答

問問 答答

答

答
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問

市
や
公
共
施
設
等
の

窓
口
で
軟
骨
伝
導
イ
ヤ
ホ

ン
を
導
入
す
べ
き
で
は
。

答
　
市
民
の
来
庁
時
に
職

員
と
の
や
り
取
り
を
す
る

な
か
で
、
ス
ム
ー
ズ
な
手

続
き
、
ト
ラ
ブ
ル
防
止
に

か
か
る
有
効
な
手
段
と
し

て
、
今
後
窓
口
職
員
の
意

見
等
を
集
約
し
つ
つ
導
入

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
飲
食
を
共
に
す
る
こ

と
を
基
本
に
誰
も
が
い
つ

で
も
気
軽
に
立
ち
寄
り
自

由
に
過
ご
す
こ
と
が
で
き

る
多
世
代
交
流
、
多
機
能

型
の
福
祉
拠
点
「
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
」
運
営
の

補
助
制
度
を
創
設
す
べ
き

で
は
。

答
　
現
在
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

運
営
協
議
会
や
自
治
会
に

お
い
て
様
々
な
交
流
活
動

が
実
践
さ
れ
て
お
り
、
こ

の
取
り
組
み
を
大
事
に
し

つ
つ
、
持
続
で
き
る
活
動

と
し
て
何
が
で
き
る
か
、

地
域
の
み
な
さ
ま
と
一
緒

に
考
え
て
い
く
。

不
登
校
児
童
生
徒
の

支
援
を

問
　
不
登
校
で
健
康
診
断

が
未
受
診
の
児
童
の
健
診

費
用
を
助
成
す
べ
き
で
は
。

答
　
不
登
校
児
童
生
徒
の

健
康
診
断
は
、
養
護
教
諭

が
対
象
の
児
童
生
徒
の
保

護
者
へ
個
別
に
連
絡
を
行

っ
た
う
え
で
、
時
間
や
日

程
を
調
整
す
る
と
と
も
に
、

学
校
医
の
ご
協
力
に
よ
り

病
院
で
の
受
診
も
行
う
な

ど
、
可
能
な
限
り
受
診
出

来
る
よ
う
柔
軟
に
対
応
し

て
い
る
。
助
成
に
つ
い
て

は
現
時
点
で
は
考
え
て
い

な
い
が
、
今
後
も
学
校
な

ど
と
連
携
し
て
、
一
人
で

も
多
く
の
不
登
校
児
童
生

徒
が
受
診
で
き
る
よ
う
取

り
組
ん
で
い
く
。

問
　
不
登
校
児
童
生
徒
に

共
同
調
理
場
を
活
用
し
た

食
事
提
供
を
実
施
す
べ
き

で
は
。

答
　
給
食
は
、
事
前
の
届

け
出
に
よ
り
提
供
す
る
人

数
分
の
食
材
を
準
備
し
て

い
る
た
め
、
給
食
の
喫
食

当
日
に
、
追
加
分
の
食
材

を
そ
ろ
え
る
こ
と
は
難
し

い
。
共
同
調
理
場
に
お
い

て
、
喫
食
ス
ペ
ー
ス
を
確

保
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

こ
と
な
ど
か
ら
、
食
事
提

供
は
現
在
の
と
こ
ろ
考
え

て
い
な
い
。

軟骨伝導イヤホン
（奈良県宇陀市）

高速バス筑紫野停留所

窓
口
に
軟
骨
伝
導

　
　イ
ヤ
ホ
ン
導
入
を

段下 季一郎段下 季一郎

難
聴
対
策

（市民会議）

  

職
員
の
意
見
を
集
約
し

　
　
　導
入
を
検
討
し
て
い
く

問
　
久
留
米
市
の
よ
う
に

市
民
活
動
・
絆
づ
く
り
を

推
進
し
、
補
助
金
を
創
設

し
て
は
。
ま
た
、
財
源
と

し
て
、
ふ
る
さ
と
納
税
の

活
用
や
、
市
民
活
動
応
援

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
事
業
へ
の
見
解
は
。

答
　
市
民
団
体
等
の
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議
会
へ

の
参
画
を
促
し
、
協
力
・

連
携
す
る
こ
と
で
地
域
の

課
題
の
共
有
、
解
決
に
向

け
た
結
束
強
化
、
人
材
発

掘
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
の
で
、
現
時
点
で
新

た
な
補
助
金
制
度
を
創
設

す
る
予
定
は
な
い
。
今
後
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
運
営
協
議

会
が
活
動
を
拡
充
し
、
更

な
る
支
援
が
必
要
と
な
っ

た
場
合
は
、
他
市
町
村
の

情
報
を
収
集
し
な
が
ら
、

ふ
る
さ
と
納
税
、
ク
ラ
ウ

ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活

用
も
含
め
、
支
援
の
方
法

に
つ
い
て
調
査
研
究
す
る
。

再
問
　
市
民
団
体
等
は
１

つ
の
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

に
限
定
し
て
い
な
い
。
支

援
が
必
要
と
な
っ
て
か
ら

で
は
遅
い
の
で
は
。
新
た

な
補
助
金
の
予
定
が
な
い

な
ら
今
あ
る
市
民
協
働
の

ま
ち
づ
く
り
助
成
金
の
予

算
を
拡
充
・
周
知
し
積
極

的
に
推
進
す
べ
き
で
は
。

再
答
　
今
後
、
各
種
制
度

の
周
知
も
含
め
、
更
な
る

支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

介
護
保
険
を
活
用
し

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ

イ
ン
ト
の
導
入
を

問
　
ポ
イ
ン
ト
付
与
の
活

動
は
、
介
護
予
防
教
室
の

参
加
や
介
護
事
業
所
等
で

話
し
相
手
、
お
茶
出
し
や

配
膳
、
散
歩
等
の
補
助
、

高
齢
者
宅
で
ゴ
ミ
出
し
等
。

ポ
イ
ン
ト
を
介
護
保
険
料

の
一
部
に
充
て
る
こ
と
も

で
き
、
負
担
軽
減
の
一
助

と
な
る
の
で
は
。

答
　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識

向
上
を
図
り
、
地
域
や
介

護
事
業
所
の
人
材
発
掘
や

負
担
軽
減
に
つ
な
が
る
可

能
性
を
期
待
で
き
る
制
度

と
感
じ
て
い
る
。
一
方
で

検
討
す
べ
き
課
題
が
多
々

あ
る
の
で
、
研
究
課
題
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

市
民
協
働
を

積
極
的
に
推
進
す
べ
き

山本 加奈子山本 加奈子

市
民
協
働

（公明党）

  

各
種
制
度
の
周
知
も

　
　含
め
更
な
る
支
援
を
検
討

問
　
大
門
高
架
下
駐
車
場

や
付
設
ト
イ
レ
、
近
隣
施

設
の
改
修
に
併
せ
、
乗
り

場
が
分
か
り
づ
ら
い
上
に

薄
暗
く
、
綺
麗
と
は
言
え

な
い
高
速
バ
ス
筑
紫
野
停

留
所
周
辺
も
整
備
す
べ
き
。

西
鉄
や
Ｊ
Ｒ
、
Ｎ
Ｅ
Ｘ
Ｃ

Ｏ
な
ど
民
間
と
連
携
し
整

備
を
進
め
て
は
。

答
　
市
民
の
皆
様
に
と
っ

て
快
適
な
交
通
環
境
の
確

保
を
図
る
と
と
も
に
、
本

市
に
足
を
運
ん
で
い
た
だ

く
観
光
客
へ
の
お
も
て
な

し
の
観
点
か
ら
、
総
合
計

画
に
掲
げ
る
交
通
環
境
の

総
合
的
な
整
備
と
充
実
、

観
光
振
興
等
の
施
策
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
福
岡
空
港
や
博
多
・

天
神
へ
の
ア
ク
セ
ス
に
便

利
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
当

停
留
所
で
乗
降
車
で
き
る

高
速
バ
ス
の
旅
行
や
通
勤

に
お
け
る
利
便
性
を
も
っ

と
Ｐ
Ｒ
す
べ
き
で
は
。

答
　
公
共
交
通
の
利
用
促

進
や
観
光
振
興
、
シ
テ
ィ

プ
ロ
モ―

シ
ョ
ン
等
に
役

立
て
ら
れ
る
よ
う
、
Ｎ
Ｅ

Ｘ
Ｃ
Ｏ
等
と
の
協
議
調
整

を
図
り
な
が
ら
、
機
会
を

捉
え
て
Ｐ
Ｒ
に
努
め
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

登
下
校
見
守
り
活
動

問
　
小
学
生
の
歩
行
中
に

お
け
る
交
通
事
故
を
防
ぐ

た
め
、
定
点
見
守
り
が
行

え
て
い
な
い
例
え
ば
二
日

市
小
学
校
区
の
危
険
箇
所

等
で
も
、
既
に
数
例
実
例

が
あ
る
よ
う
に
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
に
委
託
で

き
な
い
か
。

答
　
本
委
託
は
、
学
校
区

見
直
し
等
に
伴
う
交
通
安

全
対
策
の
条
件
整
備
と
し

て
、
天
拝
小
と
二
日
市
東

小
の
一
部
の
危
険
箇
所
の

み
で
実
施
し
て
い
る
。
基

本
的
に
は
学
校
、
保
護
者
、

地
域
な
ど
が
連
携
・
協
働

し
て
行
わ
れ
る
活
動
と
の

認
識
で
あ
る
た
め
二
日
市

小
校
区
で
の
委
託
は
考
え

て
い
な
い
。

問
　
本
市
内
全
11
小
学

校
区
に
お
け
る
登
下
校

見
守
り
活
動
を
抜
本
的

に
見
直
す
必
要
が
あ
る

の
で
は
。

答
　
各
校
に
お
け
る
学
校

運
営
協
議
会
と
地
域
学
校

協
働
活
動
の
一
体
的
な
取

組
を
推
進
し
て
い
く
。

高
速
バ
ス
乗
り
場

　
　
　
　周
辺
整
備
を

赤司 祥一

高
速
バ
ス

（つくし野） 

  

整
備
と
充
実
、施
策
を

　
　
　
　推
進
し
て
い
き
た
い

問
　
正
規
と
非
正
規
職
員

の
処
遇
改
善
は
ど
の
よ
う

に
進
め
ら
れ
て
い
る
か
。

答
　
国
家
公
務
員
や
他
の

地
方
公
共
団
体
の
制
度
と

の
均
衡
を
重
視
す
べ
き
事

か
ら
、
特
別
休
暇
の
有
給

化
も
国
家
公
務
員
の
処
遇

や
近
隣
自
治
体
の
状
況
を

注
視
し
、
必
要
に
応
じ
反

映
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

再
問
　
非
正
規
の
８
割
が

女
性
。
女
性
が
多
く
就
業

し
て
い
る
所
ほ
ど
低
賃
金
。

女
性
の
所
得
向
上
、
正

規
・
非
正
規
の
不
合
理
な

待
遇
格
差
を
同
一
労
働
同

一
賃
金
の
視
点
か
ら
、
非

正
規
職
員
の
報
酬
・
給
与

を
見
直
す
べ
き
で
は
。

再
答
　
給
与
水
準
の
見
直

し
は
、
正
規
職
員
の
給
与

改
定
と
同
様
の
取
扱
い
を

行
っ
て
い
く
と
と
も
に
、

近
隣
自
治
体
や
民
間
企
業

の
動
向
を
注
視
し
、
適
正

な
給
与
水
準
を
設
定
し
て

い
き
た
い
。

問
　
　
休
暇
制
度
、
仕
組

み
は
活
か
さ
れ
な
け
れ
ば

な
い
の
と
同
じ
。
女
性
が

仕
事
を
継
続
す
る
に
は
、

男
女
共
同
参
画
白
書
で
、

「
健
康
へ
の
理
解
や
支
援

が
必
要
」
と
あ
る
。
働
き

や
す
い
職
場
環
境
を
作
る

た
め
の
取
り
組
み
が
必
要

で
は
。

答
　
　
休
暇
制
度
の
取
り

扱
い
は
、
引
き
続
き
職
員

へ
の
制
度
周
知
や
休
暇
取

得
に
対
す
る
職
場
理
解
を

深
め
る
取
り
組
み
を
通
じ
、

働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ

く
り
に
努
め
る
。

デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

対
策

問
　
デ
ジ
タ
ル
デ
バ
イ
ド

（
情
報
格
差
）
を
ど
う
考

え
る
か
に
つ
い
て
、
ス
マ

ホ
、
S
N
S
講
座
、
市
内

の
公
民
館
で
ス
マ
ホ
教
室

を
開
催
す
る
と
い
う
こ
と

だ
が
、
ネ
ッ
ト
環
境
の
な

い
方
へ
の
対
応
は
。

答
　
A
I
オ
ン
デ
マ
ン
ド

交
通
の
例
で
は
電
話
で
も

予
約
で
き
る
よ
う
準
備
、

検
討
を
進
め
て
い
る
。
行

政
手
続
き
の
デ
ジ
タ
ル
化

を
進
め
る
と
と
も
に
、
対

面
、
対
人
等
の
ア
ナ
ロ
グ

手
続
き
と
の
併
用
を
図
る

こ
と
で
、
誰
一
人
取
り
残

さ
れ
な
い
た
め
の
取
り
組

み
を
推
進
す
る
こ
と
が
肝

要
と
考
え
て
い
る
。

会
計
年
度
任
用
職
員
の

　
　
　
　処
遇
改
善
を

辻本 美惠子辻本 美惠子

処
遇
改
善

（市民会議）

  

近
隣
自
治
体
の
状
況
か
ら

　
　必
要
に
応
じ
反
映
し
た
い

問問

問

答答

答

答

問

答

問

問

答

答

答

問問

問

問

答

答

答答

答答

問

問

答再
答

再
答

再
答

答

答

再
問

再
問

再
問

答
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問
　
予
防
接
種
や
症
状
等

を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

し
て
は
。

答
　
本
市
と
し
て
の
対
応

及
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の

効
果
的
な
情
報
提
供
に
つ

い
て
検
討
し
て
い
る
。

問
　
ワ
ク
チ
ン
の
助
成
は
、

多
く
の
自
治
体
が
独
自
支

援
を
実
施
し
て
い
る
。
す

み
た
い
ま
ち
日
本
一
を
目

指
す
の
で
あ
れ
ば
、
本
市

も
早
く
取
り
組
む
べ
き
で

は
。

市
長
　
助
成
に
は
慎
重
な

判
断
が
必
要
と
の
認
識
は

変
わ
っ
て
い
な
い
。
引
き

続
き
、
国
の
動
向
を
注
視

し
、
近
隣
自
治
体
の
状
況

を
参
考
に
し
な
が
ら
必
要

な
対
応
を
検
討
し
て
い
く
。

竜
岩
自
然
の
家
へ
の

指
定
管
理
者
制
度
導
入

問
　
老
朽
化
し
て
い
る
施

設
・
設
備
の
改
修
工
事
に

つ
い
て
、
令
和
６
年
度
は

６
百
万
円
と
あ
る
が
、
７

年
度
以
降
の
予
定
は
。

答
　
改
修
工
事
は
安
心
・

安
全
に
使
用
で
き
る
よ
う

適
宜
補
修
等
を
行
い
・
公

共
建
築
物
長
寿
命
化
計
画

に
基
づ
き
、
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
く
。

　
　
利
用
状
況
を
見
る
と

利
用
者
は
伸
び
悩
み
、
か

つ
市
外
の
方
が
約
７
割
を

占
め
て
い
る
。
市
内
外
利

用
者
の
使
用
料
金
に
格
差

が
な
い
理
由
は
。

答
　
条
例
制
定
時
、
社
会

教
育
施
設
と
し
て
、
多
く

の
青
少
年
に
利
用
し
て
も

ら
う
た
め
、
同
一
料
金
を

設
定
。
現
在
も
近
隣
類
似

施
設
は
区
分
を
設
け
て
な

い
の
で
、
変
更
し
て
い
な

い
。

再
問
　
使
用
料
は
、
条
例

に
基
づ
い
て
い
る
と
の
こ

と
だ
が
、
現
在
の
状
況
に

そ
ぐ
わ
な
い
の
で
あ
れ
ば

変
更
す
べ
き
。
使
用
料
の

見
直
し
や
利
用
者
を
伸
ば

す
手
立
て
と
し
て
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
べ
き

と
考
え
る
。
制
度
を
導
入

し
た
費
用
の
試
算
は
。

再
答
　
現
時
点
で
は
導
入

費
用
の
試
算
は
行
っ
て
い

な
い
。
今
後
、
指
定
管
理

者
制
度
等
に
お
け
る
使
用

料
の
見
直
し
や
利
用
者
の

増
加
策
並
び
に
導
入
に
か

か
る
費
用
な
ど
に
つ
い
て

も
調
査
・
研
究
を
行
う
。

ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
の

　
　
　
　
助
成
を
早
く

八尋 一男

帯
状
疱
疹

（つくし野）

  

引
き
続
き
、国
の
動
向
を

　
　
　
　
　
　
注
視
し
て
い
く

問
　
以
前
の
質
問
で
「
公

契
約
が
求
め
る
適
正
な
労

働
条
件
の
確
保
に
関
し
て

は
、
全
国
市
長
会
よ
り
国

に
要
望
が
な
さ
れ
る
の
で
、

今
後
の
動
向
を
注
視
す

る
。
」
と
の
答
弁
だ
っ
た

が
、
あ
れ
か
ら
８
年
経
過

し
た
現
在
の
見
解
を
お
尋

ね
る
。

答
　
賃
金
な
ど
の
労
働
条

件
は
、
雇
用
主
と
労
働
者

の
間
で
協
議
さ
れ
る
べ
き

こ
と
、
自
治
体
間
で
隔
た

り
が
出
る
こ
と
な
く
法
律

で
適
正
に
設
定
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
、
ま

た
、
条
例
を
制
定
し
た
際

は
、
地
場
産
業
を
含
む
受

注
者
に
新
た
な
負
担
を
強

い
る
こ
と
等
の
課
題
整
理

が
必
要
と
な
る
の
で
、
現

時
点
で
条
例
化
の
考
え
は

な
い
。
た
だ
し
、
公
契
約

に
求
め
ら
れ
る
適
正
な
賃

金
や
労
働
環
境
の
確
保
に

関
し
て
は
、
最
新
の
労
務

単
価
を
用
い
て
の
積
算
、

最
低
制
限
価
格
を
導
入
し

て
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
対
策
、

請
負
契
約
書
に
お
い
て
物

価
ス
ラ
イ
ド
条
項
の
適
用

な
ど
、
社
会
情
勢
に
応
じ

適
切
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

再
問
　
今
後
の
動
向
を
注

視
す
る
と
答
弁
さ
れ
た
８

年
前
か
ら
の
変
化
が
伺
え

な
い
。
今
日
の
経
済
情
勢

の
な
か
、
本
市
は
何
を
注

視
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
、

答
弁
で
た
だ
し
と
述
べ
ら

れ
た
が
、
真
に
厳
し
い
状

況
下
に
あ
る
下
請
け
業
者

や
孫
請
け
業
者
へ
の
対
策

は
ど
の
よ
う
な
手
立
て
を

と
ら
れ
て
い
る
の
か
。

再
答
　
動
向
に
つ
い
て
は
、

国
及
び
県
に
お
け
る
公
契

約
制
度
、
県
内
外
の
条
例

制
定
状
況
、
市
長
会
で
の

要
望
内
容
等
を
注
視
し
て

き
た
。

　
下
請
け
・
孫
請
け
へ
の

取
り
組
み
に
は
、
受
注
者

が
下
請
け
発
注
す
る
場
合
、

不
当
に
低
い
請
負
代
金
で

下
請
契
約
を
締
結
し
な
い

こ
と
、
社
会
保
険
に
加
入

さ
せ
る
こ
と
を
求
め
、
受

注
者
か
ら
提
出
す
る
書
類

で
確
認
を
し
て
い
る
。

  

適
切
な
労
働
環
境
等
の

　
　
　
確
保
に
取
組
ん
で
い
る

公
契
約
条
例
制
定
の

　
　
　
現
在
の
見
解
は

古賀 新悟

公
契
約
適
正 （－）

竜岩自然の家（管理棟）

市内認可保育所

問
　
本
年
４
月
１
日
付
け

の
待
機
児
童
数
は
16
人
で
、

潜
在
的
な
未
入
所
者
数
を

含
め
た
待
機
児
童
数
は
１

４
０
人
程
度
で
あ
り
、
ま

だ
多
く
の
児
童
が
入
所
で

き
な
い
状
況
で
あ
る
。
こ

の
問
題
と
対
策
に
つ
い
て
、

見
解
は
。

答
　
認
可
保
育
所
１
園
の

新
設
と
既
存
保
育
所
等
の

定
員
の
弾
力
的
運
用
等
に

よ
る
対
応
を
行
い
つ
つ
、

需
要
の
動
向
を
注
視
し
、

必
要
に
応
じ
て
対
策
を
検

討
し
て
い
く
。

問
　
本
年
度
か
ら
保
育
士

の
配
置
基
準
が
見
直
さ
れ
、

人
手
不
足
の
問
題
も
さ
ら

に
深
刻
化
す
る
。
保
育
士

の
確
保
や
離
職
防
止
の
た

め
に
、
保
育
環
境
の
改
善

や
保
育
士
の
処
遇
改
善
が

必
要
と
考
え
る
が
、
今
後

の
取
組
は
。

答
　
引
き
続
き
、
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
努
め

て
い
く
。

自
治
体
Ｄ
Ｘ

問
　
市
民
が
デ
ジ
タ
ル
社

会
の
恩
恵
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
「
書
か
な
い
窓
口
」

や
「
リ
モ
ー
ト
窓
口
」
等

の
取
組
を
検
討
す
べ
き
と

考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
令
和
６
年
度
中
に
、

豊
富
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
有
す

る
有
識
者
や
事
業
者
と
の

連
携
の
も
と
、
書
か
な
い

窓
口
等
を
導
入
す
べ
き
業

務
の
選
定
や
業
務
手
順
の

見
直
し
を
検
討
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

教
育
相
談
体
制

問
　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
は
、
不
登

校
・
児
童
虐
待
な
ど
様
々

な
環
境
に
対
応
し
た
支
援

を
行
っ
て
い
る
。
文
部
科

学
省
は
、
全
中
学
校
区
へ

の
配
置
を
推
進
し
、
近
隣

市
も
１
名
ず
つ
配
置
を
し

て
い
る
。
本
市
も
同
様
に

配
置
す
べ
き
と
考
え
る
が
、

見
解
は
。

答
　
今
後
も
相
談
支
援
業

務
の
状
況
を
確
認
し
な
が

ら
、
必
要
に
応
じ
て
増
員

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
　
近
隣
市
に
比
べ
、
ス

ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
の
賃
金
格
差
が
大
き

く
、
処
遇
改
善
が
必
要
だ

と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
　
賃
金
等
の
格
差
が
み

ら
れ
る
状
況
が
あ
り
、
処

遇
改
善
に
つ
い
て
検
討
を

進
め
て
い
く
。
　

待
機
児
童
問
題
の

　
　
　
　
　
　
対
策
は

前田 倫宏

待
機
児
童

（つくし野）

  

必
要
に
応
じ
て
対
策
を

　
　
　
　
　
　
検
討
し
て
い
く

インターネットで本会議の映像を視聴できます。

筑紫野市議会

本会議開催中には生中継で、過去の本会議は録画中継でご覧いただけます。
会議名、議員名、会派名や用語から目的の本会議映像を検索できます。
筑紫野市議会ホームページをぜひご活用ください。

問

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
お
け
る
人
権
侵
害
等
の

相
談
体
制
を
充
実
す
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
　
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
お
け
る
誹
謗
中
傷
や
悪

質
な
差
別
書
き
込
み
等
の

人
権
侵
害
事
案
が
増
え
て

い
る
今
日
の
社
会
情
勢
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
す

み
や
か
な
人
権
侵
害
の
救

済
に
つ
な
が
る
よ
う
関
係

機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
相
談
受
付
窓
口
の
周

知
に
努
め
て
い
く
。

問

学
校
で
の
メ
デ
ィ
ア

リ
テ
ラ
シ
ー
教
育
の
現
状

と
充
実
は
。

答
　
市
で
は
市
内
小
中
学

校
か
ら
、
差
別
発
言
に
至

っ
た
背
景
や
そ
の
言
葉
を

知
っ
た
認
知
経
路
等
の
情

報
を
随
時
受
け
取
り
、
実

態
を
把
握
し
て
い
る
。
市

内
小
中
学
校
で
は
、
国
の

学
習
指
導
要
領
に
定
め
る

メ
デ
ィ
ア
リ
テ
ラ
シ
ー
を

含
め
た
情
報
モ
ラ
ル
を
各

教
科
の
指
導
の
中
で
身
に

着
け
さ
せ
、
情
報
社
会
で

適
正
な
活
動
を
行
う
た
め

の
基
と
な
る
考
え
方
と
態

度
に
係
る
指
導
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
現
在
、
市
内

２
つ
の
小
中
学
校
が
情
報

モ
ラ
ル
教
育
を
研
究
課
題

と
し
て
取
り
組
ん
で
お
り
、

こ
の
研
究
成
果
を
市
内
の

全
小
中
学
校
で
共
有
し
、

情
報
モ
ラ
ル
教
育
の
充
実

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
る
。

吉村 陽一

じ
ん
け
ん

（市民会議）

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
の
誹
謗
中
傷
対
策
は

  

相
談
受
付
窓
口
の
周
知
に
努
め
る

問問 答

問問 答答

答

再
答

再
答

市
長

問答

答
再
問

再
問

問問 答答

問問

問

答

答答

答

問問 答答 答
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問
　
本
市
の
公
式
ラ
イ
ン

ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用
に
よ

り
ど
の
よ
う
な
効
果
や
課

題
が
あ
る
か
。

答
　
ご
み
の
日
の
リ
マ
イ

ン
ド
配
信
や
道
路
・
公
園

な
ど
の
損
傷
報
告
な
ど
の

機
能
追
加
は
、
市
民
の
利

便
性
向
上
や
職
員
の
業
務

効
率
化
等
の
効
果
が
あ
る

も
の
と
考
え
て
い
る
。

問
　
小
中
学
校
の
欠
席
連

絡
や
学
校
施
設
開
放
に
関

す
る
申
請
等
も
行
っ
て
い

る
自
治
体
が
あ
る
が
。

答
　
欠
席
連
絡
等
に
つ
い

て
、
各
小
中
学
校
に
お
い

て
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

お
り
、
今
後
は
市
全
体
と

し
て
の
欠
席
連
絡
シ
ス
テ

ム
の
統
一
化
等
を
検
討
し

て
い
く
。
ま
た
体
育
館
等

の
学
校
施
設
の
開
放
に
つ

い
て
は
、
利
用
す
る
社
会

体
育
団
体
が
協
議
、
調
整

等
を
行
い
な
が
ら
施
設
利

用
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
現
在
オ
ン
ラ
イ
ン
化

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
な

い
が
、
そ
の
他
の
公
共
施

設
の
利
用
申
請
等
に
つ
い

て
は
、
公
式
ラ
イ
ン
ア
カ

ウ
ン
ト
の
活
用
も
含
め
、

引
き
続
き
よ
り
良
い
方
策

を
検
討
し
て
い
く
。

問
　
公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ

ン
ト
利
用
の
更
な
る
拡
大
、

周
知
啓
発
を
強
化
す
べ
き

で
は
。

答
　
３
月
か
ら
は
、
窓
口

の
卓
上
や
椅
子
の
背
に
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
を
掲
載
し
た
Ｐ

Ｒ
チ
ラ
シ
等
を
掲
示
し
、

登
録
者
の
増
加
に
努
め
て

い
き
た
い
。

再
問
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
の
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル
等
、

要
望
の
多
い
施
設
の
具
体

的
な
改
善
策
は
。

答
　
　
ホ
ー
ル
な
ど
の
予

約
は
、
学
習
発
表
会
や
講

演
会
な
ど
様
々
な
利
用
申

請
が
あ
り
、
事
前
打
ち
合

わ
せ
が
必
要
な
こ
と
か
ら
、

現
在
は
受
付
窓
口
の
み
と

し
て
い
る
が
、
公
式
ラ
イ

ン
ア
カ
ウ
ン
ト
の
活
用
も

含
め
よ
り
良
い
方
策
を
検

討
し
運
用
の
見
直
し
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
。

気
象
防
災
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
の
活
用
を

問
　
国
土
交
通
大
臣
が

委
嘱
す
る
気
象
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
を
積
極
的

に
活
用
し
て
は
。

答
　
職
員
研
修
や
出
前
講

座
の
講
師
依
頼
を
は
じ
め

と
し
、
様
々
な
活
用
方
法

が
考
え
ら
れ
る
た
め
、
他

自
治
体
の
先
進
事
例
を
調

査
す
る
な
ど
、
研
究
し
て

い
く
。

問
　
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
取
得
に

つ
い
て
価
格
の
面
で
折
り

合
い
が
つ
か
ず
、
や
む
な

く
断
念
さ
れ
た
が
、
取
得

の
目
的
や
ビ
ジ
ョ
ン
は
何

か
。

市
長
　
周
辺
に
市
庁
舎
・

公
共
施
設
や
商
業
施
設
・

医
療
機
関
が
立
地
し
、
交

通
の
利
便
性
に
優
れ
、
本

市
の
ま
ち
づ
く
り
に
欠
か

せ
な
い
位
置
に
あ
る
。
多

く
の
市
民
か
ら
総
合
体
育

館
、
公
園
等
を
整
備
す
る

署
名
や
要
望
が
提
出
さ
れ

買
取
り
を
検
討
し
た
。

問
　
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
取
得
価

格
が
提
示
さ
れ
た
が
、
こ

の
金
額
の
算
出
根
拠
は
何

か
。

市
長
　
Ｊ
Ｔ
本
社
で
売
却

手
続
き
が
進
め
ら
れ
て
お

り
具
体
的
な
金
額
は
明
示

で
き
な
い
が
、
地
価
公
示

価
格
等
に
よ
り
算
出
し
た
。

問
　
Ｊ
Ｔ
跡
地
の
南
側
、

イ
オ
ン
モ
ー
ル
と
の
間
の

一
帯
は
地
理
的
に
は
Ｊ
Ｔ

跡
地
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｊ
Ｔ
跡
地
よ

り
も
安
価
で
使
い
勝
手
の

良
い
土
地
を
効
果
的
に
活

用
す
べ
き
で
は
。
ま
た
、

取
得
目
的
の
一
つ
に
体
育

館
等
の
整
備
が
推
測
で
き

る
が
、
農
ト
レ
や
山
家
ス

ポ
ー
ツ
公
園
な
ど
既
存
の

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
活
か
し

な
が
ら
、
不
足
す
る
施
設

や
設
備
を
整
備
す
れ
ば
高

額
な
予
算
を
使
わ
な
く
て

も
総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
ゾ

ー
ン
が
で
き
る
の
で
は
。

市
長
　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ

推
進
計
画
を
策
定
中
で
あ

り
、
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果

や
有
識
者
、
関
係
団
体
で

構
成
す
る
ス
ポ
ー
ツ
推
進

審
議
会
で
の
議
論
も
踏
ま

え
、
議
員
の
提
案
も
含
め

総
合
的
に
検
討
す
る
。

カ
ミ
ー
リ
ヤ
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
整
備
は

問
　
設
置
目
的
は
何
か
。

ま
た
、
整
備
は
ど
の
よ
う

に
し
て
い
る
か
。

答
　
市
民
の
健
康
維
持
・

健
康
増
進
を
目
的
に
、
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
な
ど
多
目
的
コ

ー
ト
と
し
て
設
置
し
て
い

る
。
整
備
は
除
草
や
草
刈

り
な
ど
計
画
的
に
実
施
し
、

利
用
者
に
は
利
用
後
の
整

備
を
お
願
い
し
て
い
る
。

公
式
ラ
イ
ン
ア
カ
ウ
ン
ト

　
　
　
　
利
用
拡
大
を

宮﨑 吉弘

ラ
イ
ン
活
用

（公明党）

Ｊ
Ｔ
跡
地
買
取
不
調
後
の

　
　
　
　
施
策
推
進
は

田中 允

ス
ポ
ー
ツ

（－）

  

登
録
者
の
増
加
に

　
　
　
　
　
　
　努
め
て
い
く

  

ス
ポ
ー
ツ
推
進
計
画
で

　
　
　
　
　   

方
向
性
を
示
す
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本会議と委員会の会議録閲覧はこちらから
※6月定例会会議録は8月下旬以降に閲覧可能となります。

議案の内容は、市の
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６月定例会 審議結果（６月６日～６月２６日）

条　　例 ・・・・・

専決処分 ・・・・・

・・・・・

６件
３件

補正予算・・・・・

報　　告・・・・・
（原案可決）

（承認）

（原案可決）３件
２件

陳　　情・・・・・ ２件

請　　願 ・・・・・ ２件

・筑紫野市教育委員会委員　牛川　由美 氏
うしかわ　 ゆ  み

・高齢難聴者の補聴器購入への助成を求める請願
　（継続審査）　　
・女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を　　
　国の関係機関に求める意見書提出に関する請願
　（採択）

・休日当番医改善に関する陳情
・介護職員の処遇改善を求める陳情書

発　　議・・・・・ １件
・女子差別撤廃条約選択議定書の速やかな批准を
　求める意見書（原案可決）

人事案件 １件（同意）

女
子
差
別
撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
の

　
　  

速
や
か
な
批
准
を
求
め
る
意
見
書

意
見
書
を
国
へ
提
出

概
要「

意
見
書
」
と
は
？

　
意
見
書
と
は
、
議
会
の
意
思
を
意
見
と
し
て

ま
と
め
た
文
書
の
こ
と
で
す
。

　
議
会
は
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
て
問

題
を
解
決
す
る
よ
う
要
望
し
、
議
会
と
し
て
の

考
え
を
表
明
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
け
る
女
性
差
別
の
撤
廃
を
謳
っ
た
「
女

子
差
別
撤
廃
条
約
」
の
実
効
性
を
高
め
る
同
条
約
の
選
択
議
定

書
に
つ
い
て
、
我
が
国
は
こ
れ
を
批
准
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
こ
の
選
択
議
定
書
を
批
准
す
る
こ
と
に
よ
り
、
条
約
締
約
国

は
女
性
の
人
権
侵
害
の
救
済
と
人
権
の
保
障
を
よ
り
強
化
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
政
府
の
第
５
次
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
で
は
、
「
女
子
差

別
撤
廃
条
約
の
積
極
的
遵
守
等
に
努
め
る
こ
と
や
、
女
子
差
別

撤
廃
条
約
選
択
議
定
書
に
つ
い
て
、
諸
課
題
の
整
理
を
含
め
、

早
期
締
結
に
つ
い
て
真
剣
な
検
討
を
す
す
め
る
」
と
明
記
さ
れ

て
お
り
、
さ
ら
に
具
体
的
な
取
り
組
み
を
加
速
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
国
会
及
び
政
府
に
対
し
、
女
子
差
別
撤
廃
条
約
の

選
択
議
定
書
を
速
や
か
に
批
准
す
る
よ
う
強
く
要
望
す
る
も
の

で
す
。

問問

問

問

答答

答

答

問問

問

答

答

再
問

市
長

市
長

市
長

問答

再
答
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